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☆新コーナーをご紹介いたします。
《よろこびの講演会in東京第一教区》
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お父さんがんばって！ 愛国心は、郷土愛は地域を美化する事から！！！

地域清掃を始めませんか！

生長の家相愛会東京第一教区IT対策部/環境対策部発行
学園祭の季節でしょうか。
最近は学園祭のテーマに環境
問題が取り入れられる事は珍
しく無いのでしょうが。
若者が先ず、率先して取り
組んで欲しい。尤も原因は
今迄の大人社会にあったの
ですが。

　　　相愛会環境対策編集部 平成18年10月9日発行.第76號
《東京第一教区》http://homepage3.nifty.com/souaikai-tokyo/
《現代は親子の会話が大切な時代。そして次に大切な事は親子で環境を語る事では無いでしょうか。》

エコちゃんの《かんきょうガイ
ド旅行/全国へ、世界へ！！》
《エネ》
「博士。」
「なになに。」
「愈々です。
燃料電池列車が試験走行です。」
「実は儂、鉄道ファンで…」
「話が長くなりますので割愛さ
せて頂きます。
 鉄道総合技術研究所が開発し
た燃料電池列車は報道陣を乗せ
力強く動き出しました。
時速31キロまで加速。カーブも無
事合格。まずまずの経過でした。」
《環境》
「恐い話です。中国産のマツタ
ケから、残留基準値を超える除
草剤が相次いで検出。
此れは恐い。厚生労働省は食品
衛生法に基づく検査命令を出し
ました。検出されたのはアニリ
ド系除草剤「アセトクロール」
《エネ》
「嬉しい話は無いかい。」
「有りました。トヨタ自動車は
環境への負担が少ない、燃費効
率の良い状態を走行メーター表
示する「エコドライブインジケ
ーター」を開発。
１０月以降の新型車に順次採用
するそうです。」
「嬉しいね。」
「加速度や走行速度、アクセルの
踏み方で総判断し、最良の走行状
態が保っていれば「ＥＣＯ」表示
ランプが点灯する仕組み。活用で
約4％の燃費向上だそうです。」
《環境》
「ＪＦＥ環境ソリューションズ
社は、ＪＦＥエンジニアリング
グループによる環境事業の再構
築発足。
環境リサイクル設備の建設やオペ

レーション＆メンテ、事業化を展
開。官公需が減る中140億円の民需
を拡充。
他中国などの海外市場も開拓。
提案型営業を拡大しています。
現在環境装置のゴミ焼却炉は自
治体の発注が低迷、事業も民営
化・複合化と大きく変化。
ＪＦＥエンジニアリングはリサイ
クル、再資源・省資源化の分野に
事業を再構築再スタート。」
「大変な時代だね。」
《環境》
「あの方のお名前が出てます。」
「？」
「ノーベル平和賞受賞者ケニアの
副環境相、ワンガリ・マータイさ
んの自叙伝が発刊されます。
故郷のニエリで記者会見。
自叙伝の題名は
「ＵＮＢＯＷＥＤ」
（「へこたれない」）。
独裁政権の弾圧に負けず、女性
の自立、民主的政治の実現を目
指し、３０００万本の植林活動
、に取り組んだ半生が描かれて
いる。「この本を通じ、どんな環
境でも目標を達成するよう励まし
たい」と語った。

《環境》
「博士、鳴き砂ご存じですよね。」
「おいおい。誰と話してるんじゃ。」
「ごめんなさい。歩くとキュッ
キュッと音がする全国の鳴り砂
海岸の中でも指折りとされる琴
ケ浜（大田市仁摩町）で、踏み
つけると大太鼓のような音を出
す「太鼓浜」の地質を探る見学
会でした。
　同海岸東には相撲の四股のよ
うな動作をするとと大太鼓のよ
うな音がするそうです。

益田市の主婦、岩本さんは「こ
んな音がするのを聞いたのは初
めて。」と感激のご様子でした。
《エネ》
「難しい話しも有ります。
イランのアザデガン油田開発で、
国際石油開発とイラン国営石油
公社は、日本側の権益（開発後の
原油の取り分）割合を大幅に引き
下げ大筋合意したそうです。
アザデガン油田開発で現在持っ
ている７５％の権益中５５％超
をイラン国営石油公社に譲渡し
て、日本権益を１０％台まで引
き下げる方針だそうです。」
「悲しいなあ。」
「日本は原油輸入の道筋を残す
が、同油田開発の主導権はイラ
ン側に移るそうです。
中東最大級の埋蔵量が見込まれ
る油田権益縮小で、日本の近未
来のエネルギー戦略は再検討に
なるそうです。」
《環境》
「長門市二位の浜の調査で、注
射器やプラスチック廃材など５
年間で最高の約5000個の漂着物
を回収したそうです。」
「恐かね～。」
「本当に恐いです。県廃棄物・
リサイクル対策課で「日本海を
通過した直近の台風１３号の影
響が濃厚」と分析し。海の汚染
実態の把握で始まりました。日
本２１道府県と露、中、韓の沿
岸自治体が共同で実施。二位の
浜には、地元中学の生徒１０７人
をはじめ、県、市の職員計１３０
人が参加。漂着物を回収。」
「モラルが存在しない国もある。」

明るく　楽しく　力強く
相愛会東京第一教区
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